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は じ め に

昨今、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展、人工知能の進化などによ

り、子どもたちの将来は、予想困難な時代になると言われています。これから

の教育行政は、未来を担う子どもたちが、多様な変化に自ら向き合い、他者と

協働し試行錯誤を重ねながら課題を解決していく力や目まぐるしく変化する情

報を見極め再構築し、新たな価値につなげ創造していく力を育むとともに、コ

ミュニケーションを通して人間関係を構築する力やグローバル社会で活躍でき

る豊かな人間性と健やかな体を育成していくことが求められると考えます。

「人生１００年時代」の到来を迎えている今、本町の児童生徒、保護者、地

域住民の方々とともに地域の実情を踏まえ、教育行政における不易と流行を多

面的かつ多角的にとらえながら、浦臼町の教育行政の一層の充実を図る必要が

あります。

「平成」から「令和」へと時代が変わり、本町の歴史や伝統、誇りを「今」

しっかりと積み重ねていくことで「次」があると考えます。その中で教育を通

じて「ふるさと浦臼」における不易と流行をしっかりと見極め、保護者並びに

地域の皆様とともに教育関係者が一丸となり、「コミュニティ・スクール」開

かれた学校づくりを核とした充実した教育行政の推進を図ってまいります。

今年度におきましても、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

の規定に基づき、平成３０年度「教育委員会の事務の点検及び評価」を行い、

本報告書にまとめました。

今後は、この点検及び評価の結果を踏まえ、関係機関との連携を密にしなが

ら、浦臼町のの教育行政の充実と地域の皆様が楽しく暮らせる「心豊かでかお

り高い文化のまち」を築いてまいりますので、より一層、皆様方のご理解とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和 元 年 ８ 月

浦臼町教育委員会
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Ⅰ 点検・評価制度の概要

１ 点検・評価の経緯

平成１８年１２月の教育基本法の改正及び平成１９年３月の中央教育審

議会の答申等を踏まえ、平成１９年６月に地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（以下「地教行法」という。）が改正され、平成２０年４月か

ら施行されました。

地教行法の改正目的である「教育委員会の責任の明確化」の一つとして、

同法第２６条の規定に基づき、教育委員会が毎年その権限に属する事務の

管理及び執行の点検状況について、教育に関し学識経験を有する者の知見

を図りつつ、毎年、点検及び評価を行うとともに、その結果を議会へ報告

し、公表することが義務づけられました。

参考：地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第

４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

２ 点検・評価の目的

教育委員会は、地域の学校教育、社会教育等に関する事務を担当する行

政機関として、すべての都道府県及び市町村等に設置されている合議制の

執行機関です。教育委員会制度は首長から独立した行政委員会として、多

様な属性をもった複数の委員の合議により中立的な意思決定を行い、住民



- 2 -

が専門的な行政官で構成される事務局を指揮監督するというレイマン・コ

ントロールの仕組みにより、広く地域住民の意向を反映した教育行政を実

現しようとするものです。

事務の点検・評価は、地教行法第２６条の規定に基づき、教育委員会が

自ら点検・評価することにより、効果的な教育行政の推進に資するととも

に、町民への説明責任を果たすことを目的としています。

３ 点検・評価の対象

前年度である平成３０年度分とし、町長の補助執行として行っている事

務を含む、平成３０年度に教育委員会が執行した学校教育や社会教育に関

する主な事務事業の実績を対象範囲とします。

４ 点検・評価の考え方

平成３０年度の教育行政執行方針については、浦臼町教育理念並びに浦

臼町教育大綱を掲げ、教育基本法の教育理念を踏まえ、一人ひとりがそれ

ぞれの個性を生かし輝いて生きていく力、「笑顔で活き生き学ぶ」教育の

推進を基本方針としました。

事務の点検・評価にあたっては、地教行法第２６条第２項の規定により、

学識経験者の知見の活用を図るものとされており、教育委員会による自己

点検・自己評価を実施しましたが、客観性を確保するため、次の学識経験

者から懇談会形式によりご意見をいただき、評価結果に反映させておりま

す。

◎学 校 関 係 者 ： 浦臼小学校、浦臼中学校のＰＴＡ会長

◎地 域 関 係 者 ： 浦臼町学校運営協議会の地域選出者

◎社会教育関係者 ： 社会教育委員の会委員長、

スポーツ推進委員の会委員長

また、平成３０年度の所管事項の事務・事業等の執行状況の項目毎の実

績は「平成３０年度事務報告書」のとおりです。
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Ⅱ 教育委員会の活動状況

１ 教育委員会の活動

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき設置

され運営しています。教育委員会は地方公共団体から独立した機関として

設置されており、教育長と教育委員が合議により基本方針を決定し、その

方針のもとに教育長が事務局を指揮監督しています。

また、教育委員会では、地域の教育課題に応じて、教育に関する事務を

管理及び執行し、教育に関する施策を推進しています。

２ 教育長・教育委員

職 名 氏 名 任 期 当初任命年月日 備 考

教 育 長 浅 岡 哲 男 H28.10. 3 ～ R 1.10. 2 H24. 5.17 3期目

教育長職務代理者 平 松 浩 美 H29.10. 1 ～ R 3. 9.30 H25.10. 1 2期目

教育委員 島 智 寛 H27.10. 1 ～ R 1. 9.30 H24. 3. 9 2期目

教育委員 大 石 陽 進 H29.10. 1 ～ R 3. 9.30 H25.10. 1 2期目

教育委員 美 濃 多 恵 H30.10. 1 ～ R 4. 9.30 H28.10. 1 2期目

３ 教育委員会の会議

教育委員会の会議は、必要に応じて開会し、教育行政の重要事項や基本

方針、又は各種審議委員等への委員の委嘱、各種規則等の制定などを合議

制のもとに決定しています。

また、会議において充実した審議が行われるよう、その処理すべき案件

についての調査・研究や教育現場の状況把握のため、教育委員会協議会を

随時開催しています。

・会議開催回数 委員会 ７回

協議会 ９回

① 教育委員会の開催状況

開 催 日 付 議 案 件

平成30年 4月27日 【報告】

第３回教育委員会 ①修学旅行の引率業務等に従事する浦臼町立学校職員の

勤務時間の割振り等に関する要領の一部を改正する要

領について

【議案】

①浦臼町立学校管理規則の一部を改正する規則について

②浦臼町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令につ

いて

③浦臼町学校運営協議会委員の任命について
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開 催 日 付 議 案 件

④浦臼町特別支援教育連携協議会委員の任命について

⑤平成30年度就学援助の認定について

平成30年 6月28日 【報告】

第４回教育委員会 ①平成30年度教育費予算の補正について

【議案】

①浦臼町立学校管理規則の一部を改正する規則について

②浦臼町立の小学校及び中学校の事務主幹の命課基準の

制定について

③浦臼町立の小学校及び中学校の専門事務主任の命課基

準の制定について

④浦臼町立の小学校及び中学校の事務主任の命課基準の

制定について

⑤浦臼町立の小学校及び中学校における事務主幹の命課

基準に関する取扱要領を廃止する要領について

⑥浦臼町いじめ防止基本方針の改定について

平成30年 8月 2日 【議案】

第５回教育委員会 ①平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公表につい

て

②平成31年度から使用する小学校用教科用図書の承認に

ついて

③平成31年度から使用する中学校用教科用図書の承認に

ついて

平成30年 8月27日 【報告】

第６回教育委員会 ①北海道150年事業に係る勤務時間の割振り等に関する

要領の制定について

【議案】

①平成29年度浦臼町教育委員会事務の点検及び評価結果

報告書について

②浦臼町立学校における働き方改革アクション・プラン

の策定について

平成30年11月22日 【報告】

第７回教育委員会 ①浦臼町教育委員会教育長職務代理者の指定について

②平成30年度教育費予算の補正について

③浦臼町児童生徒検定料助成金交付要領の制定について

【議案】

①平成30年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果

の公表について
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開 催 日 付 議 案 件

平成31年 2月18日 【報告】

第１回教育委員会 ①平成30年度教育費予算の補正について

【議案】

①浦臼町営バス事業等検討委員会委員の推薦について

②平成31年度教育行政執行方針について

平成31年 3月27日 【報告】

第２回教育委員会 ①平成30年度教育費予算の補正について

②平成31年度教育費予算について

③平成31年度当初教職員の人事異動について

④浦臼町教育委員会事務局職員の配置について

⑤修学旅行の引率業務等に従事する浦臼町立学校職員の

勤務時間の割振り等に関する要領の一部を改正する要

領について

⑥浦臼町児童生徒検定料助成金交付要領の一部を改正す

る要領について

【議案】

①浦臼町学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を

改正する規則について

②学校の部活動の方針の策定について

③浦臼町立学校における働き方改革アクション・プラン

の一部改正について

④平成30年度就学援助の認定について

⑤平成31年度就学援助の認定について

⑥浦臼町総合戦略審議会委員の推薦について

⑦浦臼町総合振興計画策定委員の推薦について

⑧浦臼駅周辺整備検討委員会委員の推薦について

②教育委員会協議会の開催状況

開 催 日 調査及び研究に係る主な内容

平成30年 4月27日 【協議案件】

第３回協議会 ①規則等の改正について（３件）

②平成30年度就学援助の認定について

③2018年度における公正な教科書採択のための提言（要

望書）について

平成30年 6月28日 【協議案件】

第４回協議会 ①規則等の改正について（５件）

②浦臼町いじめ防止基本方針の改定について
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開 催 日 付 議 案 件

平成30年 8月 2日 【協議案件】

第５回協議会 ①平成31年度から使用する小学校用教科用図書採択につ

いて

②平成31年度から使用する中学校用教科用図書採択につ

いて

③平成29年度浦臼町教育委員会事務の点検及び評価につ

いて

平成30年 8月20日 【協議案件】

第６回協議会 ①学校における働き方改革アクション・プランの策定に

ついて

平成30年 8月27日 【協議案件】

第７回協議会 ①北海道150年事業に係る勤務時間の割振り等に関する

要領の制定について

②平成29年度浦臼町教育委員会事務の点検及び評価結果

報告書について

平成30年11月22日 【協議案件】

第８回協議会 ①浦臼町児童生徒検定料助成金交付要領の制定について

②平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

の公表について

③総合教育会議について

④こども広場の運営状況について

平成30年12月20日 【協議案件】

第９回協議会 ①新年度予算要望について

②平成31年度当初教職員人事異動について

平成31年 2月18日 【協議案件】

第１回協議会 ①浦臼町営バス事業等検討委員会委員の推薦について

②平成31年度教育行政執行方針について

平成31年 3月27日 【協議案件】

第２回協議会 ①平成30年度教育費予算の補正及び平成31年度教育費予

算について

②就学援助の認定について

③浦臼町総合戦略審議会委員の推薦について

④浦臼町総合振興計画策定委員及び浦臼駅周辺整備検討

委員会委員の推薦について
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４ 規則等の制定及び改正状況

【規 則】

①浦臼町学校管理規則の一部を改正する規則

公布年月日 平成30年 4月27日 ／ 適用年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：北海道立学校管理規則の一部改正に準ずる改正

②浦臼町学校管理規則の一部を改正する規則

公布年月日 平成30年 6月28日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：学校教育法施行規則の一部改正に準ずる改正

③浦臼町学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規則

公布年月日 平成31年 3月27日 ／ 施行年月日 公布の日

改正等の内容：浦臼町学校運営協議会の組織改編に伴う規則の改正

【訓 令】

①浦臼町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令

公布年月日 平成30年 4月27日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：北海道立学校職員服務規程の一部改正に準ずる改正

②浦臼町立の小学校及び中学校の事務主幹の命課基準の制定

公布年月日 平成30年 6月28日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：北海道教育委員会教育長が決定した「市町村立の小

・中学校等の事務主幹の命課に関する取扱要領」に

よることとするための制定
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③浦臼町立の小学校及び中学校の専門事務主任の命課基準の制定

公布年月日 平成30年 6月28日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：北海道教育委員会教育長が決定した「市町村立の小

・中学校等における専門事務主任・指導専門員の命

課に関する取扱要領」によることとするための制定

④浦臼町立の小学校及び中学校の事務主任の命課基準の制定

公布年月日 平成30年 6月28日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：北海道教育委員会教育長が決定した「市町村立の小

・中学校等における事務主任・専門員の命課に関す

る取扱要領」によることとするための制定

【要 領】

①浦臼町立の小学校及び中学校における事務主幹の命課基準に関する取扱

要領を廃止する要領

公布年月日 平成30年 6月28日 ／ 施行年月日 平成30年 4月 1日

改正等の内容：浦臼町立の小学校及び中学校の事務主幹の命課基準

の制定に伴う廃止
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Ⅲ 教育推進方針及び主要施策の実施状況

１ 教育推進方針

浦臼町の確かなる力、財産となる心優しい人づくりとして

『知徳体に調和のとれた人間形成』に向けた取り組み

・基礎的、基本的な知識と技能を活用できる力の育成

・人の優しさ痛みのわかる心とみんなで助けあう心の育成

・健やかな体の育成

・笑顔で活き生き学べる環境の充実

～ 学校教育 ～

施策目標 ① － 社会に立ち向かっていける力の育成

（教育目標：勤労を重んじ、浦臼の発展に尽くす）

①教育課程

・言語活動を重視した教育

・主体的、対話的で深い学びの指導（ＡＬ）

・直接文化芸術に触れ、才能の発見、学習意欲に繋がる教育

・国旗、国歌指導を通して、国や郷土を愛する心の育成や国際社会の

理解

②学習指導

・家庭と連携し望ましい学習の習慣づくり（家庭学習の手引き、生活

リズムチェックシート、親学セミナーの活用）

・小中間の乗り入れ授業の実施

・教育支援として保護者への教材費負担の軽減

③地域連携教育

・キャリア教育

・社会マナーの構築

④英語教育

・外国語に接する機会の提供

⑤ふるさと教育

・修学旅行において、浦臼の開拓の礎を築いてくれた多くの人々の出
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身地である本山町を訪問し、互いの歴史、文化、自然を見聞し互い

の良さを学びふるさと愛を育む。

施策目標 ② － 健やかで、人の優しさ痛みの分かる心の育成

（教育目標：正しい判断力と豊かな情操を身につける）

①道徳教育

・物事を多面的、多角的に考え、自己の生き方についての考えを深め

る学習を通して、豊かな心や人間性を育む教育

②生徒指導、教育相談

・日常の生活の注視

③いじめ、不登校

・学校、家庭、地域、関係団体との連携

・未然防止、早期発見、早期対応

④有害情報

・ネットパトロールの実施

・保護者への啓発リーフレット等の情報提供（校外生活のやくそく、

親学セミナーの活用）

⑤健やかな体力

・家庭、地域との連携、継続的な運動習慣づくり

⑥学校保健

・むし歯予防、フッ化物洗口の普及、違法薬物乱用防止の啓蒙

⑦学校給食

・望ましい食習慣

・食物アレルギー対策

施策目標 ③ － 安全・安心な学校

（教育目標：広い知識と技能を身につける）

①学校運営

・保護者や地域に開かれた学校（ＣＳの導入）

・職員の服務規律の徹底、資質向上に向けた取り組み
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②体罰防止

・実態の把握、早期対応、再発防止、体罰の認識、再確認

③子どもの安全確保

・避難訓練、事件事故に対する危険予測と問題回避能力を身につける

・学校環境整備

・行政、ＰＴＡ連合会、防犯協会との連携を密に急なる対応

・有害サイトやネットトラブルから身を守る一定のルール等の構築

～ 社会教育 ～

施策目標 ④ － 地域社会における連携と見守り

（教育目標：生命を大切にし、たくましく生きる）

①地域の教育力

・浦臼町子ども広場の継続

②世代間交流

③乳幼児（ブックスタート）

④家庭教育（生活のルールづくり）

施策目標 ⑤ － 笑顔で活き生き学べる社会の実現

（教育目標：平和と真理を愛する）

①生涯学習の振興

・笑顔で活き生き学べる環境の充実

・優れた文化、芸術に直接触れることの出来る機会の提供

②スポーツの振興

・指導者の育成

・誰もが出来る軽スポーツの推進

③社会教育の振興

・自主的、自発的活動の支援

・郷土の歴史を学び、子ども達に伝承し、ふるさと愛の育成
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２ 主要施策の実施状況

①学校施設に関する事項

№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

１ 学校施設整備 【実績と効果】

本町の子どもたちの安全安心な教育推進のため、施

【施策目標】 設及び備品の計画的な整備を行い、教育環境の充実に

③ 努めるとともに、児童、生徒の安全性及び利便性の向

上に努めた。

小・中学校については、大規模改修並びに改築が完

了しており、施設も新しいことから、適正な維持管理

に努めた。

【課題】

公共施設等総合管理計画等による、総合的な維持管

理計画の必要性と計画的な備品等の整備。

【今後の方策等】

・小学校、中学校

施設備品等を含めた計画的かつ継続的な取り組み

による、施設設備の適切な維持管理。

２ 耐震化対策 【実績と効果】

・小学校（補強）

【施策目標】 耐震化済み（校舎・屋体H26～H27）

③ ・中学校（改築）

耐震化済み（校舎H23、屋体H24）

【課題】

小中学校とも施設が比較的新しいことから、現状で

は耐震に対する課題は無い。

【今後の方策等】

適切な施設の維持管理に努める。

３ 教職員住宅 【実績と効果】

施設設備の維持管理を適宜行った。

【施策目標】 一般教職員向け住宅については、４戸中１戸が入居

③ しており、入居者の苦情等に対応しながら、適切な管

理に努めた。また、管理職住宅については経年劣化等

により老朽化しているため、新たな整備を検討してい

たが、コスト面等を勘案し民間賃貸住宅による対応と

した。

なお、住宅の管理については、住宅の有効活用を図

ることを目的として、平成30年度末をもって職員住宅

を所管している総務課財政係へ所管換えとした。
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

（入居状況）

小学校 中学校 計

校 長 住 宅
戸数 １ １ ２

入居 ０ １ １

教 頭 住 宅
戸数 １ ０ １

入居 ０ ０ ０

一般教職員住宅
戸数 ４ ４

入居 １ １

合 計
戸数 ６ １ ７

入居 １ １ ２

（主な修繕等の状況）

・旧中学校校長住宅給水設備等修繕 ５１４千円

【課題】

一般住宅については、総務課財政係による教職員も

含めた一体的な運用により、効率的な活用を図ること

とした。

また、管理職住宅については、コスト面を勘案し、

民間賃貸住宅による対応としたが、従来と比べて家賃

が増加したことによる入居者への負担増が課題となっ

ている。

【今後の方策等】

住宅の管理については、財政係の管轄となったが、

今後も施設の効率的な活用方法については、教職員向

け住宅の確保の観点から、引き続き検討する必要があ

る。

また、校長や教頭の管理職向け住宅の老朽化の対策

については、民間賃貸住宅での対応により解決できた

が、家賃が増加したことによる入居者への負担増につ

いて検討を行う。
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②学校等の管理運営に関する事項

№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

１ 小学校 【実績と効果】

ア．「学習指導要領」及び「学校経営計画」に基づ

【施策目標】 き教育課程の具現化と目標達成に努めた。

①②③ イ．不登校については、問題の未然防止及び発生時

においての速やかな解消を図るため、情報を共有

化するなど学校全体での取り組みに努めている。

ウ．いじめ問題については、平成２６年度末に関係

条例等の整備とともに、「浦臼町いじめ防止基本

方針」を策定し、早期発見と問題解決に向けた取

り組みを実施している。

エ．携帯電話、スマートフォン、インターネット等

の使用については、道からの資料による情報提供

や「校外生活のやくそく」等で啓蒙に努めた。

オ．全学年全児童を対象に「よりよい学校生活と友

達づくりのためのアンケート」（hyper-QU）を年

２回実施し、学級集団の状態や、子ども一人一人

の意欲や満足感など、いくつかの尺度により集団

や個別の状況を把握し、適切な対策や支援等を実

施した。また、年２回実施することにより、集団

や個別の変化の様子の把握に努めた。

カ．町の単独事業により補助教員を採用し、児童の

学力向上に加え、活動支援等の充実を図った。

（児童数）H30.5月末現在

男 女 計

１年生 １１ ９ ２０【うち特支(情)１（言）１】

２年生 ２ １３ １５

３年生 ８ ５ １３【うち特支(情)１】

４年生 １０ ４ １４【うち特支(情)１】

５年生 １０ ３ １３

６年生 ７ ７ １４【うち特支(知)２】

計 ４８ ４１ ８９

【課題】

より一層の安全安心な学校づくり、児童の基礎学力

向上に向けた取り組み体制や環境の整備、スマートフ

ォン等の使用方法の取り決めが課題となっている。

【今後の方策等】

ア、イ、ウ、エ、オ、カの継続実施と課題解決に向

けた各種取り組みの推進
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

２ 中学校 【実績と効果】

ア．「学習指導要領」及び「学校経営計画」に基づ

【施策目標】 き教育課程の具現化と目標達成に努めた。

①②③ イ．不登校については、問題の未然防止及び発生時

においての速やかな解消を図るため、情報を共有

化するなど学校全体での取り組みに努めている。

ウ．いじめ問題については、平成２６年度末に関係

条例等の整備とともに、「浦臼町いじめ防止基本

方針」を策定し、早期発見と問題解決に向けた取

り組みを実施している。

エ．携帯電話、スマートフォン、インターネット等

の使用については、道からの資料による情報提供

や「校外生活のやくそく」等で啓蒙に努めた。

オ．全学年全生徒を対象に「よりよい学校生活と友

達づくりのためのアンケート」（hyper-QU）を年

２回実施し、学級集団の状態や、子ども一人一人

の意欲や満足感など、いくつかの尺度により集団

や個別の状況を把握し、適切な対策や支援等を実

施した。また、年２回実施することにより、集団

や個別の変化の様子の把握に努めた。

（生徒数）H30.5月末現在

男 女 計

１年生 ３ ８ １１

２年生 １１ ８ １９

３年生 ５ ５ １０

計 １９ ２１ ４０

【課題】

より一層の安全安心な学校づくり、生徒の基礎学力

向上に向けた取り組み体制や環境の整備、スマートフ

ォン等の使用方法の取り決めが課題となっている。

【今後の方策等】

ア、イ、ウ、エ、オの継続実施と課題解決に向けた

各種取り組みの推進

３ 学校職員 【実績と効果】

ア．教職員の配置は、構成の適正化、長年勤務者の

【施策目標】 解消等のため、教職員の人事交流に努めている。

①②③ イ．教職員の研修は、資質向上のため研修開催情報

の提供及び参加の奨励に努めている。
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

ウ．町の単独事業により補助教員（有資格者）を採

用し、児童の学力向上に加え、活動支援等の充実

を図った。

【課題】

職員の構成年齢の適正化

【今後の方策等】

ア、イ、ウの継続実施

４ こども園、小 【実績と効果】

中の連携教育 ５月末現在の町内の学校数はこども園、小学校、中

学校が各１校であり、こども園から中学校まで同一集

【施策目標】 団での学習が可能となっている。

①②③ また、それぞれが徒歩５分以内の地域性があるため、

こども園、小・中学校の教育活動の連携が容易に可能

な状況にあり、共通性のある部分で連携を図っている。

【課題】

現段階においては、共通性のある部分での連携を図

っているが、子どもの発育段階や個性に応じた活動を

通じて人間性を確立する地域の特色ある教育を目指し

て、こども園や学校間及び教職員間の更なる連携を進

め、こども園、小・中学校の円滑な移行や教育の連続

性をさらに推進する必要がある。

また、今年度から幼稚園が認定こども園へ移行され

たことから、認定こども園と小学校及び中学校におけ

る今後の連携の在り方について引き続き検討する必要

がある。

【今後の方策等】

継続実施

５ 特別支援教育 【実績と効果】

浦臼町特別支援教育連携協議会を組織し、情報共有

【施策目標】 のため年２回会議を開催し、教職員や関係機関との連

①②③ 携を図っている。

【課題】

今後も特別支援教育を必要とする児童生徒に対する

体制の整備を充実するとともに、特別な支援を要する

児童生徒に対する支援の在り方について検討する必要

がある。

【今後の方策等】

継続実施
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

６ 不登校対策 【実績と効果】

美唄市・奈井江町と適応指導教室を共同設置し、不

【施策目標】 登校児童生徒の心の居場所づくり、自信や自立心を養

② い学校への復帰を目指して指導員の協力を得ながら教

室との連携を図っている。

【課題】

不登校について、現在は解消されている。

新たな不登校を生まないよう注視が重要。

【今後の方策等】

継続実施

７ 安全対策 【実績と効果】

ア．浦臼町、教育委員会、小・中学校、道路管理者、

【施策目標】 警察により、浦臼町登下校安全安心連絡会を設置

②③ するとともに、浦臼町通学路合同点検検討会を開

催し、児童生徒の登下校の安全確保に努めている。

イ．小学校及び中学校において、児童生徒の安全安

心な学校環境整備のため、学校保健安全法に基づ

く学校環境検査を実施し、平成２８年度の検査で

小学校において一部の数値に基準値を超えた数値

が検出されたことから、小学校では継続して検査

を行っている。検査結果については、異常は認め

られていない。また、中学校においては、平成２

９年度まで異常は認められなかった事から、平成

３０年度の検査は実施していない。

【課題】

ア．登下校時の通学路においての安全性の確保。

イ．安全安心な学校環境の整備に対する意識の高揚

と継続。

【今後の方策等】

ア．町全体で子ども達を見守る体制の確立や意識の

高揚を引き続き図る必要があるため、継続実施。

イ．必要に応じた学校環境検査の実施。

８ 就学援助 【実績と効果】

要保護・準要保護児童及び生徒の決定及び就学援助

【施策目標】 は、校下の全保護者に周知し、該当者に対する学用品

①②③ 費、給食費等の必要な支援を行った。

【課題】

制度の周知、説明の徹底。
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

【今後の方策等】

継続実施とし、必要に応じた制度の見直しを図る。

９ 学校給食 【実績と効果】

学校給食事業は、奈井江、浦臼町学校給食組合によ

【施策目標】 る給食センターで共同作業として実施され、運営につ

② いては、組合議会・組合教育委員会の指導管理のもと、

組合運営委員会、給食センター、関係学校並びに栄養

教諭との連携を図っている。

学校給食について正しい理解と健康の増進に効果を

あげているとともに、地元食材を多く取り入れ安全・

安心な給食の提供と食育の推進が行われている。

また、栄養士が小・中学校を訪問し、各学年２回ず

つ給食指導を行っており、学校給食の運搬についても、

安全で衛生的な運搬に努めている。

【課題】

食の安全及び安心、地場産物の利用促進を継続して

進める必要がある。

【今後の方策等】

継続実施

１０ スクールバス 【実績と効果】

運行経路及び停留所は、浦臼町営バス事業等検討委

【施策目標】 員会が、小学生の登下校を優先に児童生徒の通学距離、

③ 安全面、道路状況により総合的に判断して定め、安全

運行に努めた。

また、中学生の部活動に対応するため、平日と土日

祝祭日及び長期休業中に部活便を運行している。

（スクールバス利用対象者数） 〈H30.4.1現在〉

・登下校便

小学校 中学校 計

黄臼内・鶴沼方面 ２５ １０ ３５

札的・晩生内方面 ９ ６ １５

計 ３４ １６ ５０

・部活便 １６名

（スクールバスの修繕等）

車検、一般修繕 １，３３３千円

【課題】

児童生徒の登下校時に一般町民混乗型での運行を実

施しており、特に混乱は生じてはいないが、今後も町
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

民の理解と協力を得ながら運行する必要がある。

また、安全運行のため、児童生徒の乗車マナーにつ

いての指導を徹底する必要がある。

また、車輌が老朽化しており、更新を検討する必要

がある。

【今後の方策等】

継続実施と必要に応じた見直しの実施。

１１ 学校管理下の 【実績と効果】

災害給付及び ア．学校管理下における事故等による負傷等の治療

学校保健並び に要する経費の補填を行う災害給付に全児童生徒

に学校医・学 が加入し、災害時の給付手続きを行っている。

校歯科医・学 掛金は全額町負担。

校薬剤師 イ．児童、生徒の健康管理については、疾病及び虫

歯予防対策の推進、定期健康診断及び就学時の健

【施策目標】 康診断の実施を重点に、各医師及び養護教諭、保

② 健師の協力により、学校保健法に定められている

各種検診等を行っている。

ウ．教職員の健康管理については、健康管理の充実

と指導を行うため、各年代に応じた健康診断を行

っている。

エ．ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を各学校等に配

置しており、児童、生徒及び教職員、地域住民の

心肺停止等の不測の事態の応急措置に備えてい

る。

オ．平成２４年度より小学校でフッ化物洗口を実施

しており、必要な薬剤、資材等を支給している。

【課題】

ア．学校管理下における事故等については、細心の

注意を払っているが、想定外の怪我等が発生して

いることから、更に注意が必要。

オ．フッ化物洗口については、引続き保護者や教職

員の協力が必要なため、今後とも理解を求めてい

く。

【今後の方策等】

ア、イ、ウ、エ、オの継続実施

１２ 浦臼町高等学 【実績と効果】

校通学費等支 高等学校等へのバス等による通学及び下宿等に係る

援助成 経済的な負担の軽減を図るため、町内に住所を有し、



- 20 -

№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

【施策目標】 高等学校等に通学をする生徒の保護者へ通学定期券購

① 入相当額または下宿等代金を支給している。保護者へ

の教育費負担軽減に貢献している。

【課題】

通学費等支援助成制度の周知を図ることとするが、

当初予定していなかった稀なケースが発生または発生

する可能性があることから、今後に向けた制度の在り

方について検討する必要がある。

【今後の方策等】

継続実施

１３ 浦臼町学校給 【実績と効果】

食費助成 学校給食費を負担する児童生徒の保護者に対し、学

校給食にかかる経費の保護者負担分を助成することに

【施策目標】 より、保護者の経済的負担を軽減し、教育の充実に資

②③ するとともに、子育て支援に貢献している。

【課題】

手続き等の簡素化

【今後の方策等】

継続実施

１４ 浦臼町児童生 【実績と効果】

徒検定料助成 児童生徒の学力及び学習意欲の向上並びに学校教育

における保護者負担軽減を図ることを目的に、英検・

【施策目標】 漢検・数検の３検定それぞれ１回分の検定料を助成し

① ている。早期の受験機会を確保、提供することにより、

基礎学力の定着を図っている。

【課題】

受験率を上げるための周知方法や、手続き等の簡素

化

【今後の方策等】

継続実施（事業の拡充）
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③学校の点検・評価に関する事項

№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

１ 点検、 【実績と効果】

内部評価・ 学校の点検・評価は、全教職員による内部評価を実

外部評価、 施し、更に地域及び保護者による外部評価を導入し、

公表 結果を各保護者に公表するなどの開かれた学校づくり

に積極的に取り組んでいる。

【施策目標】 また、平成２９年度末に学校運営協議会制度を導入

①②③ したことにより、学校評価においては同組織で実施し

た。

【課題】

地域及び保護者に信頼される学校を目指し学校運営

に取り組めるよう、必要な指導、助言を行っていくこ

とが必要である。

【今後の方策等】

継続実施とするが、学校運営協議会を核とした「地

域とともにある学校」づくりに向けた取り組みを推進

する。

２ 学校評議員 【実績と効果】

平成２９年度末に学校運営協議会制度の導入に伴い

【施策目標】 学校評議員制度は休止し、学校運営協議会により各学

①②③ 校の教育課程の編成、学校経営計画、教育活動の実施、

地域との連携、教育の方針等の協議及び評価に努めた。

【課題】

学校運営協議会制度の導入により休止していること

から、現状での課題は認識していない。

【今後の方策等】

現状維持

３ 学校関係者評 【実績と効果】

価委員会 平成２９年度末に学校運営協議会制度の導入に伴い

学校関係者評価委員会制度は休止し、学校運営協議会

【施策目標】 により各学校評価を実施した。

①②③ 【課題】

学校運営協議会制度の導入により休止していること

から、現状での課題は認識していない。

【今後の方策等】

現状維持

４ 学校運営協議 【実績と効果】

会 平成２９年度３月に学校運営協議会制度を導入し、

従来までの「開かれた学校」づくりから一歩踏み出し



- 22 -

№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】

【施策目標】 「地域とともにある学校」づくりを目指して平成３０

①②③ 年度から本格的に始動した。

４回実施された協議会の中で、学校・家庭・地域が

一体となって子どもたちを育む体制づくりについて協

議し、共通の目標やビジョンを共有した。また、各学

校の学校関係者評価を実施した。

【課題】

制度の保護者、地域住民等への周知や本協議会の在

り方等について確立していく必要がある。

【今後の方策等】

学校運営協議会制度の導入により、学校評議員制度

及び学校関係者評価制度などを網羅した学校運営協議

会として活動していくこととなるが、本町にとって導

入まもない制度であることから、全国等の様々な活動

例を参考としながら、本町の実情に即した制度の運用

を図っていく。



- 23 -

④生涯学習の推進に関する事項
№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】
１ 社会教育の 【実績と効果】

振興 ア．社会教育委員の会委員
１）社会教育法第１５条の規定に基づく「浦臼町

【施策目標】 社会教育委員設置条例」により設置した学校教
④⑤ 育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資

する活動を行う者並びに学識経験のある者から
委嘱した社会教育委員により、社会教育に関す
る各分野別の専門知識、学識、経験を活かすた
め、事業計画・報告の協議を年２回行うととも
に、社会教育委員の資質の向上のため各種研修
会に参加している。

２）社会教育委員の会とスポーツ推進委員の会を
合同で開催し、浦臼町の社会教育の一体的な推
進、並びに情報の交換、共有を図るとともに、
会議の開催時期を、年度途中及び年度終了時期
に改める等の社会教育事業等の効果を高める工
夫に努めている。

イ．青少年問題協議会
地方青少年問題協議委員会法第１条の規定に基

づく「浦臼町青少年問題協議会条例」により青少
年の指導、育成等の調査審議及び関係行政機関の
連絡調整を図るため任命された関係機関の委員に
より実態把握のための委員会を年１回開催してい
る。

ウ．社会教育事業
町民の各年齢層に応じた生涯にわたる学習の場

の提供を分野別に年間事業計画に基づき行ってい
る。参加者が少ない事業は別の事業にするなど、
毎年見直しを行っている。また、長期休業中の子
ども広場の受入れについては、適宜、内容の見直
しを図るなど、各家庭の期待に応える事業運営に
努めている。（小学生なんでも体験講座、ジュニ
アわくわく体験、新成人のつどい、町民文化講座、
女性なんでも体験講座、みどり学園事業 等）

【課題】
イ．本町で青少年の問題行動は発生していないが、
近年ではインターネットを悪用した犯罪に子ども
が巻き込まれる例が後を経たないことから、浦臼
の子どもが事件や事故等の問題に巻き込まれない
よう地域を挙げて健全な育成を行うため、委員に
より情報提供を充実させることと各家庭において
もルール作りを定着させていく必要がある。

ウ．様々な社会環境の変化に伴い、子どもたちの安
全安心な環境の整備については、年々関心が高ま
ってきており、各種事業の受入体制や環境整備の
充実を図っていく必要があるが、特に有資格者の
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】
人材の確保には苦慮している状況にある。

【今後の方策等】
ア、イ、ウの継続実施

２ 社会体育・ス 【実績と効果】
ポーツの振興 ア．スポーツ推進委員の会委員
奨励 スポーツ振興法第１９条の規定に基づく「浦臼

町スポーツ推進委員規則」によりスポーツに関す
【施策目標】 る深い関心と理解を持ち、熱意と能力を持つ者か

⑤ ら委嘱したスポーツ推進委員により、社会体育に
関する各分野別の専門知識、学識、経験を活かす
ため、事業計画・報告の協議を年２回行うととも
に、スポーツ推進委員の資質の向上のため各種研
修会に参加している。

イ．社会体育事業
１）町民の各年齢層に応じた生涯にわたるスポー
ツの場の提供等を分野別に年間事業計画に基づ
き行っている。（小学生水泳教室、スキー教室、
トランポリン教室 等）

２）海洋性スポーツやレクリェーションの振興は、
Ｂ＆Ｇ財団や地域海洋センターの協力・支援を
得て行っている。（水辺の安全教室、Ｂ＆Ｇ財
団会長杯争奪剣道大会、Ｂ＆Ｇ海を守る植樹教
育事業、クリーンフェス（ゴミ拾い） 等）

【課題】
イ．生涯スポーツ社会の実現を目指して町の体育施
設等の有効活用を行い、年齢や体力に応じた活動
機会の充実が求められる。幼児期から高齢者まで
の世代がスポーツや健康への関心が高まるよう、
それぞれのライフステージにおける事業が必要で
ある。

【今後の方策等】
ア、イの継続実施と人材の発掘と育成に努める。

３ 団体の育成等 【実績と効果】
団体の育成に必要な支援は、浦臼町体育協会、浦臼

【施策目標】 町文化協会等各種団体の活動等に対する補助をはじめ
⑤ 発表の場の提供及び応援や情報の提供に努めている。
【課題】

各種団体の指導者の育成に加え、人口の減少に伴い、
各種団体の構成員の減少が顕著であり、さらに団体自
体の維持が困難となってきている。

【今後の方策等】
継続実施
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⑤社会教育施設及び社会体育施設の管理運営に関する事項
№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】
１ 多目的研修集 【実績と効果】

会施設農村セ 町民の文化の振興、運動技術の向上、体力及び健康
ンター の維持、向上及び親睦を深める場としての機能を果た

す施設として、施設の貸与、管理、運営に努めるとと
【施策目標】 もに、社会教育に必要な設備、機器及び資料の提供を

④⑤ 行っている。
【課題】

施設及び設備の老朽化をはじめ、高齢者に対応した
施設環境への整備推進。

【今後の方策等】
施設の老朽化に伴う計画的な施設設備の改修等の実

施に努めている。また、災害時の町民の避難場所とし
ているため、備品類の整備も含めて環境整備を図って
いく必要がある。

２ 郷土史料館 【実績と効果】
ア．文化財保護委員

【施策目標】 「浦臼町文化財保護条例」により任命された文
⑤ 化財保護委員により、文化財の保護並びに郷土史

料館の運営に関する会議を必要に応じて開催して
いる。

イ．郷土史料館
町の歴史を後世に伝承するための施設として、

展示及び保管資料の管理と館の運営に努めてお
り、館内の見学者の目線になって展示するように
改善した。また、平成２９年７月より「浦臼開拓
展」を実施し、継続して魅力ある施設の運営を図
っている。

ウ．文化財の保護
町内の文化財を保護するため、浦臼町文化財保

存会との連携を図るとともに、チャシの保存のた
め年１回の草刈及び除草等の整備を行っている。

【課題】
施設の老朽化及び環境設備

【今後の方策等】
ア、イ、ウの継続実施

３ Ｂ＆Ｇ海洋セ 【実績と効果】
ンター ア．町民の運動技術の向上、体力・健康の維持・向

上及び親睦を深める場としての機能を果たす施設
【施策目標】 として、施設の貸与・管理・運営に努めている。

⑤ イ．誰でも参加できる軽スポーツ・レクリェーショ
ンの導入を図っている。

【課題】
人口減によるスポーツ人口の減や高齢化への対
応。利用者ニーズの多様化への対応。

【今後の方策等】
ア、イの継続実施
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№ 取組の概要 【実績と効果】・【課題】・【今後の方策等】
４ ふるさと運動 【実績と効果】

公園 町民の運動技術の向上、体力・健康の維持・向上及
び親睦を深める場としての機能を果たす施設として、
施設の貸与・管理・運営に努めている。

【施策目標】 【課題】
⑤ 施設の老朽化に伴う適正な維持管理及び改修等への

対応。
【今後の方策等】

実績と効果の継続実施と老朽施設の維持管理
５ 陶芸センター 【実績と効果】

町民の文化の振興及び親睦を深める場として施設を
貸与し、施設使用者が自主的な運営管理を行っている。

【施策目標】 小学生を対象とした体験を愛好会の善意で行ってい
⑤ る。
【課題】

若年層の利用促進及び施設の老朽化に伴う適正な維
持管理。

【今後の方策等】
継続実施
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Ⅳ 学識経験者による点検・評価の結果等

１ 学識経験者による懇談会

平成３０年度の事務の点検及び評価にあたって、地教行法第２６条第２

項の規定により、学識経験者の知見の活用を図ることとされていることか

ら、下記の学識経験者により懇談会を開催しました。

点検・評価や意見等の聴取については、忌憚のないご意見をいただくた

め、懇談会形式により開催し、懇談会の中で、数多くのご意見をいただき

ながら、有意義に意見交換させていただきましたので、その主な内容につ

いて、要約して掲載させていただきます。

今回聴取したご意見等については、評価報告書に反映するとともに、次

年度以降の教育推進方針の参考とさせていただきます。

（１）学識経験者

・学校関係者（ＰＴＡ）

砂 場 明 氏（浦臼小学校ＰＴＡ会長）

土 屋 慎 一 氏（浦臼中学校ＰＴＡ会長）

・地域関係者（浦臼町学校運営協議会の地域選出者）

小 野 剛 氏（浦臼町社会福祉協議会会長）

鎌 塚 晴 美 氏（浦臼町更生保護女性会会長）

・社会教育関係者

井 下 徹 馬 氏（浦臼町社会教育委員の会委員長）

石 美 紀 子 氏（浦臼町スポーツ推進委員の会委員長）

（２）開催日時等

令和 元 年 ８ 月２０日（火）午後 ６ 時～

浦臼町多目的研修集会施設農村センター ２階 第３研修室
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２ 評価の結果等（意見等）

（１）昨年、小学校において「いのちの教室」が開催され、５・６年生がＡＥ

Ｄの使用方法等を勉強していた。とても良い取組だと思うが、ＡＥＤの設

置場所や使い方がわからない町民等が多くいるように感じる。授業におけ

る取組の継続や地域住民への設置場所の周知などもしてはどうか。

（２）ネットパトロール等の取組については評価するが、毎年、インターネッ

トやＳＮＳ等による問題が取り上げられており、非常に悩ましい。今後と

も取組の一層の充実を図られたい。

（３）町の委託事業で社会福祉協議会が運行している福祉バスについて、昨年

から運行形態を見直し運用を図っているが、一部利用しづらい状況もある

ことから、スクールバスを有効活用するとともに、福祉バスも利用条件等

を遵守の上、積極的な活用を図られたい。

（４）通学路の安全確保について、商店の新規出店等により交通状況に変化が

あると思うが、通学路の安全確保と周知を図ることによる「ながら見守り」

の推進など、今後とも状況に応じた対応や対策などの取組の充実を図られ

たい。

（５）最近、来年５月のＪＲ札沼線の廃線に伴って、ＪＲを利用した町への観

光客が増えてきているが、定休日により史料館が閉館しているため、来館

の機会を逸しているのではないか。期間的に閉館日を設けないなど来館者

を増やす方策を考えてみてはいかがか。

（６）高齢者大学みどり学園が農村センターを拠点として活動しているが、施

設にはエレベーター等の設備がないため、階段を上り下りするなど、高齢

者にとって利用しにくい施設となっていることから、対応・対策等を講じ

られたい。



別 添
（平成３０年度 教育委員会の事務の点検及び評価結果報告書）

平成３０年度

事 務 報 告

（教育委員会部分 抜粋版）
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Ⅰ　学務係

１　教育委員会及び委員並びに事務局職員に関する事項

４月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

委員会 1 1 2 1 1 1 7

協議会 1 1 3 1 1 1 1 9

会議名

教 育 長 浅岡　哲男 H24.5.17 H24.5.17

H30.10.1～R4.9.30
委　　員 美濃　多恵 H28.10.1 H28.10.1 保護者

委　　員 島　　智寛 H24.3. 9 H27.10.1

職務代理 平松　浩美 H25.10.1

H27.10.1～R1.9.30

議案第21号
浦臼町立学校管理規則の一部を改正する規則
について

原案可決

議案第16号
浦臼町立学校管理規則の一部を改正する規則
について

原案可決

議案第29号
平成31年度から使用する中学校用教科用図書
の承認について

承認

議案第24号
浦臼町立の小学校及び中学校の事務主任の命
課基準の制定について

第５回 H30.8.2

議案第31号
浦臼町立学校における働き方改革アクショ
ン・プランの策定について

原案可決

第４回 H30.6.28

北海道150年事業に係る勤務時間の割振り等
に関する要領の制定について

H30.8.27第６回

報告済

原案可決

　(１)　教育委員会の構成

第３回 H30.4.27
浦臼町学校運営協議会委員の任命について 任命

浦臼町特別支援教育連携協議会委員の任命に
ついて

H28.10.3～R1.10.2

現任期

議案第20号

役職名 氏 　名

H25.10.1

H28.10.1～H30.9.30

H25.10.1 保護者

H28.10.3 教育長職務代理

結果等

委員就任

議案第25号
浦臼町立の小学校及び中学校における事務主幹の命課
基準に関する取扱要領を廃止する要領について

摘 要

H29.10.1～R3.9.30

H29.10.1～R3.9.30

現役職就任

任命

付　　議　　案　　件

修学旅行の引率業務等に従事する浦臼町立学校職員の勤務時
間の割振り等に関する要領の一部を改正する要領について

平成30年度教育費予算の補正について

平成29年度浦臼町教育委員会事務の点検及び
評価結果報告書について

原案可決

同意
平成30年度全国学力・学習状況調査結果の公
表について

　(２)　教育委員会開催状況（回数）

　(３)　議案審議状況（H30.4.1～H31.3.31）

原案可決

議案第18号

議案第19号

議案第27号

議案第28号

議案第23号

議案第26号

浦臼町立の小学校及び中学校の事務主幹の命
課基準の制定について
浦臼町立の小学校及び中学校の専門事務主任
の命課基準の制定について

浦臼町いじめ防止基本方針の改定について

平成30年度就学援助の認定について 認定

報告済

原案可決

平成31年度から使用する小学校用教科用図書
の承認について

浦臼町立学校職員服務規程の一部を改正する
訓令について

承認

原案可決

報告済

原案可決

原案可決

委　　員 大石　陽進

開催期日 議案等番号

報告第６号

議案第17号

議案第30号

報 告 ８ 号

報告第７号

議案第22号
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区分 番号 種類

3 一部

4 一部

1 一部

4 一部

5 制定

6 制定

7 制定

平成30年度全国体力・運動能力、運動習慣等
調査結果の公表について

浦臼町営バス事業等検討委員会委員の推薦に
ついて

美濃委員推
薦

平成31年度教育行政執行方針について

平成30年度就学援助の認定について

議案第４号 学校の部活動の方針の策定について 原案可決

報告済

同意

報告済

浦臼町児童生徒検定料助成金交付要領の制定
について

規則

報告第10号 平成30年度教育費予算の補正について

報告第２号

報告第３号

浦臼町総合振興計画策定委員の推薦について

　(４)　規則等交付状況（H30.4.1～H31.3.31）

H30.6.28 浦臼町立学校管理規則

H31.3.27

第２回 H31.3.27

H30.4.27

〃

規則等の名称

浦臼町学校運営協議会の設置等に関する規則

認定

浦臼駅周辺整備検討委員会委員の推薦につい
て

美濃委員推
薦

認定議案第７号

浦臼町総合戦略審議会委員の推薦について

平成31年度就学援助の認定について

美濃委員推
薦

議案第10号

原案可決

〃

訓令

報告済

浦臼町教育委員会教育長職務代理者の指定に
ついて

第１回 H31.2.18

H30.6.28

報告第９号

議案第１号

議案第２号

H30.4.27

報告第６号

公布期日

議案第８号

報告第11号

議案第32号

第７回 H30.11.22

報告第１号 報告済

修学旅行の引率業務等に従事する浦臼町立学校職員の勤務時
間の割振り等に関する要領の一部を改正する要領について 報告済

報告第７号
浦臼町児童生徒検定料助成金交付要領の一部
を改正する要領について

報告済

浦臼町教育委員会事務局職員の配置について

議案第３号
浦臼町学校運営協議会の設置等に関する規則
の一部を改正する規則について

原案可決

報告済平成30年度教育費予算の補正について

報告済平成31年度教育費予算について

報告済

平成30年度教育費予算の補正について

承認

報告第４号

報告第５号

平成31年度当初教職員の人事異動について 報告済

浦臼町立の小学校及び中学校の事務主幹の命課基準の制
定

議案第６号

議案第５号
浦臼町立学校における働き方改革アクショ
ン・プランの一部改正について

浦臼町立学校管理規則

浦臼町立の小学校及び中学校の専門事務主任の命課基準
の制定

浦臼町立学校職員服務規程

浦臼町立の小学校及び中学校の事務主任の命課基準の制
定

平松委員推
薦

議案第９号
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局長

主幹

　(６)　教育委員会事務の点検及び評価

２　予算事業並びに各種方針・計画等の実行に関する事項
　(１)　予算事業

１回
１回

通年

４回
隔月
隔月
通年
通年
２回
２回
１回
１回
１回
通年
通年

教職員健康診断

小学校天井サイクル扇取付工事
H30.5.7

～H30.7.23

浦臼町地域おこし協力隊(国際化社会
教育支援)活動ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ等業務委託

中学校
小学校 一般財団法人

北海道電気保安協会
137,376円

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ

518,400円
中学校

学校環境検査業務 浅野環境ソリューション㈱

小学校

給食車

セキュリティ業務

自家用電気工作物保安管理業務

小荷物専用昇降機保守

(株)北信電機商会

臨時　若林典夫（管理・事業全般）

1,242,000円

6,198,120円
1,711,800円

194,400円

㈱日本防災技術センター

臨時　石田千華子（子ども広場）

定数外職員
嘱託　曽根　豊（小学校校務補）

係　長 係　員

武田郁子

定期清掃業務
小学校 ㈱北斗

㈱美唄自動車学校

消防用設備用保守点検

浦臼環境改善共同企業体 216,000円

②工事請負状況
工事名・内容等 工     期 請負業者名 金額(円)

バス等運転・管理業務

中学校

　(５)　教育委員会事務局の機構（H30.4.1～H31.3.31）
管理職

主事畑山　勝哉

農村センター副館長

海洋センター所長

臨時　能登暢子（子ども広場）

H30.10.12
今田建設(株) 1,188,000円

～H30.12.7
小学校ブロック塀補修工事

34,560円

小学校 270,000円

34,560円

係　名

臨時　若木　馨（郷土史料館）郷土史料館副館長

海洋センター副所長

横林　直樹
（係兼務）

（係長兼務）（主幹兼務）

郷土史料館長

臨時　 日裏裕子(一般事務･子ども広場)

上嶋俊文

臨時　北出　隆（海洋センター）

嘱託　廣瀬裕子（社会教育指導員）

学務係

嘱託　織田徳明（中学校校務補）
嘱託　三上　真弓(小学校補助教員)

136,080円

各施設管理係

農村センター館長 臨時　村居　千鶴子（小学校補助員）
吉村　美紀

社会教育係
各施設管理係長

臨時　中谷淳子（一般事務）

JES　NETWORK㈱ 1,080,000円

①業務委託状況

医療法人社団　浦臼診療所 実施なし
受託先 金額(円)

奈井江町立国民健康保険病院 458,060円

　教育委員会の責任体制を明確化するため、平成29年度における浦臼町教育委員会の権限
に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作
成し、浦臼町議会への提出並びに住民への公表を行った。

（局長兼務）

結核精密検査
作業名・内容等

205,956円
小学校

中央ビルメンテナンス㈱
中学校

小学校 SECエレベータ㈱

中学校天井サイクル扇取付工事
H30.5.7

(株)北信電機商会 1,101,600円
～H30.7.23

136,080円
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３　学校施設に関する事項
　(１)　学校施設の状況

区分
面積

区分
面積
竣工
構造
面積
竣工
構造
面積

平成26年度実施
鉄筋コンクリート
5㎡
昭和56年（1981年）

③負担金補助及び交付金
名     称 交付先

※　幼稚園園舎については、平成29年度末をもって所管替え

平成26年度実施

鉄骨造平屋建
847㎡
昭和56年（1981年）

金額(円)

北海道町村教育委員会連合会会費 10,000円
中空知特別支援学級設置学校長協会負担金 同会 4,500円

北海道町村教育委員会連合会平成30年度研修負担金 空知管内市町教育委員会連絡協議会 4,000円

北海道特別支援教育振興協議会負担金 同会 5,000円

通級指導教室構成市町負担金 砂川市 0円

北海道特別支援学級教育研究連盟中空知地区協議会学校負担金 同会 10,100円

北海道学校保健研究大会負担金 同会 20,000円

同会

美唄地区適応指導教室負担金 美唄市教育委員会 317,749円
浦臼町教育課程研究推進事業補助金 同会 65,000円
砂川地区特別支援教室推進協議会負担金 同会 32,000円
浦臼町教育振興会事業交付金 同会 90,000円
空知情緒障がい教育研究会負担金 同会 10,000円

空知へき地・複式教育研究連盟会費 同会 7,200円
空知言語障害児教育研究協議会分担金 同会 8,000円

空知教育センター組合負担金 同会 349,000円
教職員総合身体検査（人間ドック）負担金 公立学校共済組合北海道支部 24,000円
浦臼小学校校内研修事業交付金 小学校 50,000円
浦臼中学校校内研修事業交付金 中学校 23,500円
浦臼小学校総合的学習等活動事業交付金 小学校 156,635円

浦臼中学校総合的学習等活動事業交付金 中学校 56,732円
浦臼中学校クラブ活動事業補助金 799,920円

嶺北中学校交流事業交付金 中学校 935,636円

150,000円浦臼小学校ICT研修事業交付金
浦臼中学校ICT研修事業交付金 中学校 145,804円

小学校

中学校

北空知中学校体育連盟負担金 同連盟 57,924円

日本スポーツ振興センター災害共済給付掛金 同会
小学校 79,395円
中学校 35,990円

奈井江、浦臼町学校給食組合負担金 同組合 12,226,000円

小学校

校地
建物敷地 運動場 借地 その他 計

6,599㎡ 11,232㎡ 1,180㎡ 1,371㎡ 20,382㎡

校舎

竣工 昭和56年（1981年）
面積 1,894㎡
構造 鉄筋コンクリート造２階建（一部３階）

大規模改修 平成26～27年度実施

渡り廊下

竣　工
面　積
構　造

大規模改修

体育館

竣　工
面　積
構　造

大規模改修
コンピュータ教室・多目的教室 平成11年(1999年)増築　（面積382㎡）

中学校

校地
建物敷地 運動場 借地 その他 計

9,475㎡ 16,082㎡ 520㎡ 0㎡ 26,077㎡

校舎

平成24年(2012年)
鉄筋コンクリート造２階建
2,024㎡

体育館

平成25年(2013年)
鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)１階建
894㎡
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　(３)　耐震化の状況
①　耐震化診断等の状況

　(４)　教職員住宅

戸数 入居 戸数 入居 戸数 入居 戸数 入居

1 0 1 0 4 1 6 1
1 1 0 0 0 0 1 1
2 1 1 0 4 1 7 2

中学校 整備改修 平成24年度校舎、平成25年度体育館改築のため耐震化済み

合計

NTT引込金具取付修繕浦小７号

　(２)　校舎の修繕及び備品の修理・購入状況等

区　　分 項目等 金額(円) 摘　　　　　要

小学校

施設修繕 114,480円
水道凍結修理、台風による樹木折枝処理、流し台排水修理、遊
具劣化点検修理、

備品修繕 41,580円 ストーブ点検、デジカメ修理、地震による消防設備点検

備品購入 476,280円
ジャノメミシン、体操マット、平均台、かたかな50音表パネ
ル、らくがき回転用ボード、デジカメ

中学校

施設修繕 11,880円 体育館足洗い場排水修理

備品修繕 486,561円
草刈機修理、裁断機替刃研磨、引戸錠調整修理、電子てんびん
修理、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾈｯﾄ修理、電子ﾋﾟｱﾉ修理、外灯ﾀｲﾏｰ調整修理、暖
房機修理、無停電電源装置取替修繕

備品購入 1,544,184円
ライン引き、バット、オージメータ、デジタル体重計、雲発生
装置、電解装置、気体発生装置、水圧実験機、水槽、顕微鏡、
電磁力実験器、方眼黒板、面積体積説明器、事務机、パソコン

内　　　　　容

小学校

第１次診断
平成19年度設計図書による診断実施（校舎）
結果＝Ｉｓ値（構造耐震指標）：0.35

第２次診断
平成24年度実施（校舎）
結果＝Ｉｓ値：0.47

整備改修 平成26年度校舎・体育館共に耐震工事実施済み

区　　　　　分

中学校校長住宅 36,450円 換気フード網戸張替

小学校
中学校
合計

②修繕状況
区　分 金額(円) 修繕内容

※平成30年度末をもって、教育委員会管轄から財政係管轄へ移動

中学校校長住宅 477,792円 給水設備修繕
5,400円

519,642円

※耐震改修促進法　Ｉs値0.6未満耐震補強必要

①戸数・入居状況（H31.3.31現在）

区分
校長住宅 教頭住宅

一般教職員
住宅

計 摘要
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４　学校等の管理運営に関する事項
　(１)　学校経営（運営）の重点

ｄ　コミュニティ・スクール等との連動した教育環境の整備、教育実践の推進

　　　ｂ　学校に期待される「生きる力（知・徳・体）の育成」を組織的に実践する。
　　　　たる。

　　　　・意欲的な研修活動を通して、一致した指導体制の確立
　　　　・キャリア教育の発想を取り入れた進路指導の推進

　３）経営の重点
　　　ａ　確かな学力の育成・・・一人一人の生徒に「学ぶ喜びとわかる楽しさ」を体感させ
　　　　自己実現を支援する教育活動の推進

　　　ｂ　豊かな心の育成・・・強い意志で正しく行動する心を基盤に持ち、新しいことに果
　　　　敢に挑戦し、思いやりの心と協働の精神大切にする生徒の育成

　　　ｃ　健やかな体の育成・・・心身ともに逞しい生徒を育成するとともに生命を尊び、健
　　　　康で安全な学校生活を送ることができる温かみのある教育環境づくりの推進

　　　ｄ　社会に開かれた学校・・・地域の中の学校としての役割を果たすため、家庭・地域
　　　　との緊密な連携を図るとともに、幼小中とのスムーズな接続を重視したコミュニティ
　　　　スクールを意識した教育環境整備の充実

　４）実践上の重点
　　　ａ　学習の基礎的習慣と確かな学力の定着、主体的・意欲的に学び合う子どもの育成
　　　ｂ　勇気と希望、思いやりの心、豊かな情操の育成
　　　ｃ　心身ともにたくましく、健康な子どもの育成

③浦臼中学校（平成30年度経営計画から）
　１）校訓　　創造　　協働　　剛健
　２）教育目標
　　　創意を生かし　自ら進んで取り組む生徒
　　　励ましあい　いきいきと働く生徒
　　　心身を鍛え　 後までやり抜く生徒

　　　　・生徒の実態を踏まえた育成すべき資質・能力を明確にした教育課程の構造化

　４）実践上の重点（学校経営の具体的取組）
　　　ａ　確かな学力の育成

　　　ｃ　個に応じた指導を実践することで、特別支援教育の充実を図る。

　　　ｄ　PDCAサイクルに則った学校運営を推進することで、子どもにとってより良い学校を
　　　　創る。

　　　ｂ　豊かな心の育成

　　　　・自主的・実践的な態度を育てる特別活動の充実
　　　　・考え、議論する道徳への転換
　　　　・自己の生き方と関連付けて問い続ける総合的な学習の時間の充実

　　　　・生徒理解に努め、ふれあいを大切にした心の通う生徒指導の充実

　　　ｅ　教職員の服務規律の徹底を図るとともに、児童・保護者・地域住民等との人間関係
　　　　を大切にしながら、元気で向上心あふれる教職員集団を創る。

　　　ｆ　コミュニティ・スクールを中核とする、幼保・中学校及び、保護者・地域住民・
　　　　関係機関との連携を密接に行い、地域とともにある学校を創る。

　１）校訓　　かしこく　やさしく　たくましく
　２）教育目標

①浦臼町の学校基本目標

　一人ひとりがそれぞれの個性を生かし輝いて生きぬく力、「笑顔で活き生き学ぶ」教育の推進
に努める。

②浦臼小学校（平成30年度経営計画から）

　　　人間尊重の教育を基盤として「知」「徳」「体」の調和と統一を図り、２１世紀に生き
　　る人間性豊かな人作りをめざし教育目標を設定する。

　　　『強い子ども』　『考える子ども』　『明るい子ども』　『働く子ども』
　３）経営の重点

　　　ａ　「全ては子どもたちのために」を判断基準とし、スピード感ある学校を創る。

- 6 -



　　　　　を総合的に活用した、主体的・協働的・探究的な学習の充実
　　　　・実社会（地域）や実生活から問いを見出し、各教科特質に応じた「見方・考え方」
　　　ｄ　総合的な学習の時間
　　　　　の自己有用感、自己指導能力の向上
　　　　・学級づくり、教科づくり、生徒会活動の充実の関連性を持たせた、生徒一人一人
　　　ｃ　特別活動
　　　　・体験的な学習と道徳の時間を関連させた指導の充実

　　　　・確かな学力育成に向けた具体的取組（振り返り、各種テスト）＊数値からの検証

　　　　・道徳教育推進教師を中心に「道徳科」を見据えた道徳教育の改善
　　　　・「考え・議論する道徳」の推進

　　　ｃ　健やかな体の育成

　　　　・豊かであたたかみのある教育環境づくりの推進
　　　ｄ　社会に開かれた学校（コミュニティ・スクール）
　　　　・地域とともに歩む開かれた学校経営の推進
　　　　・創造的な教育活動の推進
　５）領域の重点
　　　a　 教科指導
　　　　・浦中スタイルの授業づくりの一層の充実（主体的・対話的で深い学びの実現）

　　　　・家庭学習習慣の定着（予習・復習、宿題、生活習慣チェックシートの活用）
　　　　・探究活動の質的充実（総合的な学習の時間等）と授業スタイルの一貫性の検証
　　　　・ICT機器の積極的活用（言語活動、振り返り学習、調べ学習、資料等の提示等）
　　　ｂ　道徳指導

　　　　・生命を尊び、自らを律する健康・安全教育の推進
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　(２)　学校等の管理運営状況

○浦臼小学校　（H30.4.1現在）

男 女 9 9 2 13 7 5 9 4 10 3 5 7 3 0 1 0 2 0

○浦臼中学校　（H30.4.1現在）

男 女

空き教室

開　校

計

２Ａ副 （大石　照美）教職員

昭和45(1970)年４月１日　生徒数293名　学級数８

１Ａ

5

卓球

文化･剣道

バレー

２学年

2

特別支援（緒）

3 8

学年

２Ａ副

11 19
教科

国語
保健体育2

1

ＡＬＴ

養護教諭

2

摘要～地域おこし協力隊

摘要～町嘱託職員

ICT
2

4 生徒会
1 体育

嘱託教諭
校務補

7 管理
事務職員 端　徹 1 事務
校務補 織田　徳明

2

２Ａ 瀬戸　裕介
5

5

原田　陽子

２Ａ

7曽根　　豊

教諭

３副

三上　真弓

4

文化

40
氏　名 勤続(年) 部活動

10

大石　照美

杉田　嘉雄

4

教務Ⅰ

舘山　恭子

4

1

21

2 学芸Ⅱ

サッカー
ﾊﾞﾚｰ･陸上

齊藤　久子

特別支援（緒）

3

期限付教諭
五十嵐　里菜

茂泉　雅美

遠藤　圭司

4

鳥巣　和則
5

4

養護教諭
事務職員

教諭

特別支援（言） 小宮　あかり

日向　努
平川　隆二

8 生徒指導Ⅱ

靍田　宗春

３学年 松村　さくら
齋藤　浩子

12
摘　　要校務分掌

地域おこし協力隊

町嘱託職員

学芸Ⅰ
教務Ⅲ

2 研修Ⅱ
生徒指導Ⅰ

町嘱託職員
1 町臨時職員

ジョナサン・ジェンキンス

特別支援（知）

４学年

勤続(年)

知的
(6年)

特
別
支
援
学
級 3 1 2

2
3

情緒
(1.3.4年)

言語
(1年)

41
89

48

計6年2年

職名・担任 氏　名

山口　勇
牧野　良信

１学年
教　　頭

5年

13

1年

13

3年 4年

開　校

空き教室

事務

学級数

保健

校務全般

６学年
５学年

学年

計

児童
数及
び学
級数

研修Ⅰ

教務Ⅱ

体育

0

平成７(1995)年４月１日　児童数168名　学級数６
普通学級６、特別支援学級３（１年、３年、４年、６年）

校　　長

教職員

補助員 村居　千鶴子

18 15 12

学級数 普通学級３

11

サッカー

19

職名・担任

計

１Ａ
１副

校務分掌
校　　長

英語
社会･技術

後藤　淳志

2 教務 数学 卓球

研修

３副 宮坂　豪
３Ａ 柳沼　範江

教　　頭

2 保健・美化

道徳・特活総合 音楽・美術・家庭

小関　信之 3 生徒指導 理科

辻村　香織

文化

ＡＬＴ

5

生徒
数及
び学
級数

8

３Ａ

工藤　健一

ジョナサン・ジェンキンス

0
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　(３)　学校職員の研修受講状況

　(４)　中学校卒業生進路状況

　(５)　特別支援教育
①特別支援教育連携協議会の構成（任期＝H29.4.1～H31.3.31　定数＝12人以内）

　(６)　いじめ問題
①いじめ問題審議会の構成（任期＝H29.6.1～H31.3.31）

②浦臼町いじめ問題対策連絡協議会の構成（任期＝H29.6.1～H31.3.31　定数＝10人以内）

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

竹内　富美代

委員役職等

北山　　学
杉田　嘉雄浦臼中学校長

普通科

浦臼町長寿福祉課の職員

教育委員会の職員

機関・団体

奈井江商業高等学校

局長　武田　郁子

滝川西高等学校

合　計
情報処理科 1

5
1

普通科

10

情報マネジメント科

委員（会長＝小学校長　　副会長＝中学校長）

保健指導係長　笹島　里香
学務係長　吉村　美紀

学　科学校名

1 0
0 0

小学校
回数 人数

中学校

1 1

委員（会長：小野　剛）機関・団体

委員 役職等

内村　美香

初任段階養護教諭研修（４年次）
１０年経験者研修

齊藤　淑恵
牧野　良信

浅岡　哲男教育委員会教育長

空知教育センター

区分

小　　牧野　良信
主幹　鎌田　隆司
課長　齊籐　淑恵
主幹　上嶋　俊文

滝川高等学校

小野　剛

回数 人数
0 0
0 0
2 2

3

中　　杉田　嘉雄
舘山　恭子

砂川地区保護司会浦臼分区

人数(人)

町立小中学校長

長寿福祉課長
浦臼小学校長

滝川人権擁護委員協議会
浦臼町民生委員児童委員協議会　主任児童委員

第１回協議会　平成30年７月19日（木）　　第２回協議会　平成31年3月8日（金）
瀬戸　裕介

ＰＴＡ連合会長
（会長：浅岡　哲男）
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　(７)　就学援助
○就学困難な児童生徒に係る就学援助事業の実施状況

認定基準倍率　1.3倍未満（従前1.1倍未満　平成26年４月１日改正）(H30.4.1～H31.3.31)

小 中 計
16 9 25
10 3 13
2 0 2
0 6 6
5 - 5
5 1 6
0 0 0

16 9 25
4 2 6
- 9 9
- 9 9
8 8 16

国庫補助金　69,000円

対象者数（平成31年３月末現在）

　(８)　学校給食費
①給食費1食あたりの価格内訳

平成30年度　特別支援教育就学奨励費補助対象事業（事業費の1/2補助）

-

要　保　護

15,156

学用品費
通学用品費
新入学児童生徒学用品費
校外活動費（宿泊なし）
体育実技費（スキー）

給与額　(円)

5,009,814 円

677,590 512,357

8,486

21,600

-

修学旅行費

医療費

148,460

100,087

②給食費助成事業
　町立小・中学校並びに特別支援学校小・中学部に在籍する児童及び生徒の学校給食に係る経費
の保護者負担分を助成する。（平成28年8月分から助成開始）

○助成状況（平成30年４月～平成31年３月分）
区　　分

小学校

計
104人

中学校生徒 特別支援学校
30人

助  成  金  額
1人

中学生 282円

平成30年４月から物価上昇
のため１食あたりの単価変
更

給与人員
(人)区　　　分

中学校 計
国庫補助金

33,520

140,231 円

区分

中学校

233円

生徒数9名
小学校 児童数5名

73人
3,312,800 円

小学校児童

※要保護・準要保護世帯の児童・生徒除く

助成金支給者数
1,697,014 円 0 円

0 0

20.22%

-
-

1,189,947

PTA会費
生徒会費

合   計

-
対象

60,560
866,324 2,029,721

校外活動費（宿泊あり）

　小学校特別支援学級

36,756
18,000 18,000

248円
302円

-
-
-
-

対象200,880

66,735 155,025
100,087

6,690 46,120
0 60,900

349,340

88,290
0

4,500 4,500

（保護者数8名）
（保護者数8名）

-
対象

クラブ活動費

給食費

H30.4.1～

（保護者数1名）
（保護者数4名）

小学生
～H30.3.31

-
27,040

1,163,397

生徒数1名

準 要 保 護

3 人 補助対象経費

児童数13名

8,486
-

対象

40名
89名

全校生徒数

25.00%

受給者率

0
60,900
39,430
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　(９)　スクールバス
①利用人数（H30.4.1現在）

1 2 3 4 5 6 計 1 2 3 計
6 3 6 4 3 3 25 1 6 3 10
2 0 2 2 2 1 9 1 2 3 6
8 3 8 6 5 4 34 2 8 6 16

②修繕等の状況

　(10)　学校管理下の災害給付及び学校保健並びに学校医・学校歯科医・学校薬剤師
①学校管理下の災害給付
　１）契約及び医療費給付状況

②学校保健
　１）学校保健受診人数　

　２）教職員健康検診受診状況

　３）フッ化物洗口進捗状況（平成31年３月末現在）

82,522

1,506,676

摘　　　　要
車検・３か月点検

ｳｲﾝｶｰ･ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀｰ等回路修
理、左ｻｲﾄﾞﾜｲﾊﾟｰﾊﾟﾈﾙ修理、ﾌﾛ
ﾝﾄﾊﾞﾝﾊﾟｰ交換

高圧洗浄機修理、ストーブ移
設

車検
ｽﾗｲﾄﾞﾄﾞｱｱｯﾊﾟｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ取替、ﾌ
ﾛﾝﾄｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ取替、ｸﾗｸｼｮﾝ
点検、非常用電滅ｺｰﾄﾞｼｮｰﾄ修
理、ｴﾝｼﾞﾝｼｽﾃﾑ修理

91,743

合計
スクールバス

車検・修繕

一般修繕

車検・定期点検
修繕項目

鶴沼・黄臼内方面

振興ｾﾝﾀｰ給付額(円)
区分 加入状況

発生件数 給付件数
負傷疾病等

実施対象クラス

13

938,419

344,077

49,915

区分
計中学校小学校

人間ドック
（35歳以上対象）

4,736

小学校

区分

H25.3.11
年 月 日

施設指定

健康診断検査項目
胸部Ｘ線、胃部Ｘ線、聴力、
視力、血圧測定、心電図、尿
検査、血液検査

13

小学校

0
22
22
計

0
9
9

中学校

0

健康診断
（人間ドック未受診者）

実施率
１～６年生 90人 57人 63.33%

実施者

未受診者数
受診者数
教職員数

0
3
3

0
2
2

0
1
1

小学校
中学校

1
6
7

1

8
7

合  計

全員加入
掛金全額町負担

90
89

小学校
全員

56,753
52,017

－

40
11

37
40

中学校

8
129
31

127
129

計対象者

小学校新入学予定者
全員
小１・中１

全員

金額 (円)

計
晩生内・札的方面

区　　分

区　　分

中学生

15
35

50

合　計

給食運搬車

スクールバス

就学時検診
尿検査
心電図

歯科検診
内科検診

89
20

検診項目

－

小学生

施設修繕

一般修繕
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③学校医

５　学校運営協議会（コミュニティ・スクール）に関する事項

  学校運営協議会委員
構成（任期＝H30.5.1～H31.4.30）

第１回委員会
第２回委員会
第３回委員会

　
６　高等学校通学等支援助成金

○助成状況（平成30年４月～平成31年３月分）

７　児童生徒検定料助成金

10,500円

34人合計 64,000 円 14人 38,200 円 12人 23,500 円
助成額合計　125,700円

浦臼町に住所を有し、町内の小中学校等に在籍する児童生徒の保護者に対し、「漢検・英検・
数(算)検」の検定料の全額を、各検定２回まで助成する。（平成30年４月分より助成開始）

区分

小学生

中学生

助成金支給人数 助成額 助成金支給人数 助成額 助成金支給人数 助成額
漢字検定 英語検定 数学(算数)検定

26人

8人

46,500円

17,500円

2人

12人

8人

4人

4,100円

34,100円

13,000円

浦臼町に住所を有し、高等学校等に通学等をする生徒の保護者に対し月額10,000円を限度とし
て助成する。（平成24年８月分より助成開始）

助　成　額
4,418,100円

牧野　良信 小学校校長

学校職員

氏　　名 役職名等

保 護 者

地域住民 工藤　健一 中学校教員

小学校教頭

中学校教員
今野　信行 浦臼町交通安全協会会長

鎌塚　晴美

神原　正義 有識者(観光･産業)

後藤　淳志 中学校教頭
小野　　剛 浦臼町社会福祉協議会会長

中学校PTA会長今中　恵一

浦臼町商工会会長

浦臼更生保護女性会会長

鳥巣　和則 小学校教員
遠藤　圭司 小学校事務職員
杉田　嘉雄 中学校校長

小松　正年
藤井　政義 浦臼町防犯協会副会長 辻村　香織

土屋　慎一 中学校PTA副会長

砂場　　明

区　分

佐竹　春敏 有識者(文化･芸術)

氏　　名 役職名等 区　分

山口　　勇
北山　　学 小学校PTA会長

小学校PTA副会長

 地域とともにある学校への転換を図るため、学校運営に地域の声を生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくりを進めて行くため、平成30年４月からの本格導入に向けた取組を実
施。

薬剤師
歯科医
内科医
区分 氏名　(所属等)

今野　優　（浦臼町立診療所）
木津　敏統（医療法人社団惜福会）
小倉　徳久（ほのぼの薬局）

H16. 7. 1
H28. 4. 1
H16. 4. 1

委嘱年月日

41人
助成金支給生徒数

5月19日 （土）

11月10日 （土）

2月13日 （水）
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Ⅱ 社会教育係 

 

１ 生涯学習の推進に関する事項 

  ⑴ 社会教育推進基本方針 

   「浦臼町民の誓い」の具現化を基本的な姿勢とする中、「第４次浦臼町総合振興計画」 

及び「浦臼町行財政改革持続プラン」・「浦臼町総合戦略」との整合性を図りながら、作 

成した「浦臼町第８次社会教育中期計画」に基づき、本町の豊かな自然や文化の特性を生 

かし、健康で文化的な生活ができるよう、いつでも、どこでも、だれもが気軽に学べ親し 

める社会教育を推進する。 

   ① 浦臼町第８次社会教育中期計画（計画期間＝平成２８～３２年度） 

   1)  基本目標 

      一人ひとりが生きがいをもち、あらゆる学習機会を通して、豊かなふるさとの創 

造を目指していくことができるひとづくりに努める。 

      2)  推進施策 

    ⒜  社会教育（学習）の振興 

     ・ 学習機会の拡充（領域別） ・ 推進体制の充実 

    ⒝  文化の振興 

     ・ 芸術文化の振興 ・ 文化財の保護 

    ⒞  スポーツの振興 

     ・ スポーツの推進と施設の整備 ・ 指導者の確保・育成 

  ② 社会教育の推進 

     町民が、生涯にわたり学び続けることを通して自ら課題を見つけ、考える力や豊か 

な人間性を主体的に育む学習機会の充実が求められる中、第８次社会教育中期計画並 

びに教育行政執行方針を旨とし、家庭・学校そして地域との連携を基盤として、事業 

の精選と継続、施設の有効活用、関係機関並びに社会教育団体との連絡調整に焦点を 

当て、社会教育諸条件の整備、諸事業の充実・推進に努めた。 

   ③ 浦臼町からの委任事項 

    ⒜ 子ども会育成推進協議会に関すること。 

    ⒝ 青少年問題協議会に関すること。 

    ⒞ 青少年教育並びに健全育成に関すること。 

    ⒟ 成人教育に関すること。 

    ⒠ 高齢者大学に関すること。 

 

  ⑵ 社会教育の振興 

  ①  各種委員 

   1) 社会教育委員の構成（任期＝H30.4.1～H32.3.31、定数＝５人以内） 

委員長 井下 徹馬 H12. 4. 1～ 社会教育関係者（文化協会長） 

副委員長 岸田 正子 H26. 4. 1～ 家庭教育関係者 

委員 村上 秀男 H30. 4. 1～ 学識経験者 

委員 杉田 嘉雄 H30. 4. 1～ 学校教育関係者（校長会事務局長） 

委員 北山  学 H30. 4. 1～ 学校教育関係者（ＰＴＡ連合会長） 
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  2) 青少年問題協議会の構成（任期＝H29.4.1～H31.3.31 定数＝若干名） 

区 分 団  体  名 委  員 専 門 委 員 

議 員 浦臼町議会（総務常任委員会） 委員長 柴田 典男  

関係行 

政機関 

の職員 

浦臼町 町長 斉藤 純雄  

浦臼町教育委員会 教育長 浅岡 哲男  

警察官浦臼駐在所 所長 庭田 靖彦  

 

 

 

学識経

験者 

 

 

 

 

浦臼町校長会 会長 牧野 良信 事務局長 杉田 嘉雄 

浦臼町社会教育委員の会 委員長 井下 徹馬 副委員長 岸田 正子 

浦臼町民生委員児童委員協議会 主任児童委員 内村 美香 主任児童委員 加藤 友子 

保護司会浦臼分区 保護司 小野  剛 保護司 今田 幸男 

浦臼町防犯協会 会長 鎌塚 幸樹 理事 藤沢 龍彦 

浦臼町子ども会育成推進協議会 会長 土橋 直生 副会長 笹木  司 

浦臼町父母と先生の会連合会 会長 北山  学 
副会長 今中 恵一 

事務局長 後藤 淳志 

浦臼町更生保護女性会 副会長 三原 良子 会長 魚本美恵子 

 

  ② 社会教育事業                                  （会場＝農村センター、他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

領域 № 事業 事  業  名 期 日（回） 延べ参加人数等 

幼児 

１ 継続 ちびっこあつまれバス遠足 9/11 参加者なし＝中止 

２ 継続 幼児の芸術鑑賞会 11/21 人形劇 40 名 

３ 継続 世代間交流事業 11/21 園児・みどり学園生 64 名 

少年 

４ 

 

継続 

 

小学生なんでも体験教室（小） 

①機織り②ﾋﾞｰｽﾞｱｸｾｻﾘｰ③お菓子 

①6/4 ②7/31 

③11/12 

①9 名 ②16 名 

③10 名 

５ 継続 書き初め展 （幼⁼ 年長・小・中） H31.1/21~2/4 幼=8 名 小=63 名 中=14 名 

６ 継続 北海道青春みらい塾派遣（中）【道】  参加者なし 

７ 

 

継続 

 

児童・生徒芸術鑑賞会 

（小学校）ひのき屋「わいわい音楽隊」 
11/27 小学生他 計 116 名 

８ 継続 ジュニアわくわく体験学習（小） 5/21~10/22（4） 10 名 延べ 40 名 

９ 

 

継続 

 

浦臼町子ども広場（小） 

 

学校開設日 

長期休業日 

登録=66 名 延べ 5,850 名 

開設日数 241 日 

青年 10 継続 新成人のつどい H31.1/13 参加 17 名 

成人 

11 継続 町民文化講座 

「家庭で簡単フレンチ」 

11/1～11/13 参加 14 名 延べ 32 名 

12 

 

継続 

 

町民音楽鑑賞会 

 「夢絃座 コンサート」 
10/28 180 名 

13 

 

継続 

 

町民音楽鑑賞会 

 「歌旅座 コンサート」 
H31.2/13 57 名 

14 

 

継続 

 

町民移動芸術鑑賞ツアー 

  劇団四季「ｻｳﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ」 
10/13 30 名 

女性
 15 

 

継続 

 

女性なんでも体験講座 

①機織り ②ﾋﾞｰｽﾞｱｸｾｻﾘｰ 

①10/15・23 

②11/26 

①参加 9 名  

②参加 7 名 

高齢者 16 継続 高齢者大学みどり学園 通年 登録=42名 延べ393人 

一般 

17 継続 生涯学習指導者養成事業（成人） 通年 該当無し 

18 継続 図書購入事業（町民） 通年  

19 継続 ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業（9、10 ヶ月乳幼児） 5/15～3/19(6) 6 名（保健ｾﾝﾀｰ） 

20 継続 生涯学習人材バンク事業 通年 登録団体 2・個人 2 名  

利用件数 6 件 
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③ 浦臼町子ども広場 

  ※学校・家庭・地域連携協力推進事業費 道補助金  1,253,000 円 

    1) 浦臼町子ども広場運営委員会の構成（任期＝H20.4.1～） 

  機関・団体名  運営委員 （会長は、浦臼小学校長をもって充てる。） 

浦臼小学校 校長 牧野 良信 教頭  山口  勇  

浦臼小学校父母と先生の会 会長  北山  学 副会長 砂場  明 副会長 笠野 直美 

浦臼町教育委員会事務局 局長 武田 郁子 主幹  上嶋 俊文  

 

      2) 利用状況 

登録児童数 開設日数 延べ利用者数 登録比率 

66 名 241 日 5,850 名 73.0% 

 

④ 農村センター図書室整備事業 

内 容 等 業 者 等 名 金額(円) 

図書購入   618 冊 (株)図書館流通センター 他    905,803 

書架等購入 

・LR スマート 

・大型絵本用書架 

・展示台付絵本書架 

・角形スツール 

・児童用スツール 

(有）アサヒ機材   1,036,800 

合  計   1,942,603 

  ※図書購入 618 冊のうち、こども園なかよし 23 冊。小学校 48 冊。中学校 72 冊。 

農村センター図書室 191 冊が「宮野文庫」として整備される。 

 

  ⑤ 高齢者大学みどり学園 

      1) 登録状況（H31.3.31 現在） 

課程  本科（学士） 大学院（修士） 研究院（博士） 博士院
 

 

合 計
 

 学年 １ ２ ３ ４ ５ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ 計 

人員 11 5 3 3 0 22 2 2 2 6 1 0 1 13 42 

    

   2) 学習別時間数・参加人数 

学習別 学習日数 延講座日数 延参加人数 依頼講師・協力員数 

合 同      14     36       361         10 

クラブ     110     330      544          2 

  計     124      366      905         12 

  

  ⑥ 業務委託状況                                                   （単位：円） 

業務名・内容等 委 託 先 金 額 

図書管理ソフトサポート業務  アオイテック株式会社    16,200 



- 16 - 

 

  ⑶  社会体育・スポーツの振興奨励 

  ①  スポーツ推進委員 

   1)  スポーツ推進委員の構成（任期＝H30.4.1～H32.3.31、定数＝５人以内） 

委員長 石  美紀子 H 6. 4. 1～ ミニバレーボール 

副委員長 酒本 博昭 H24. 4. 1～ 陸上 

委員 大平 由香里 H28. 4. 1～ バレーボール 

委員 五十嵐 政雄 H29. 4. 1～ 水泳 

委員 近野  永 H30. 4. 1～ ボルダリング 

 

  ② 社会体育事業                             （会場＝Ｂ＆Ｇ海洋センター、他） 

領域 № 事業 事  業  名 期 日（回） 参加人数等 

 

 

少年 

 

 

１ 継続 小学生水泳教室 8/7～9 (3) 30名 延べ85名 

２ 継続 小学生スキー教室 1/9・10 39名 延べ78名 

３ 継続 Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪剣道大会（小・中） H31.2/24（農村ｾﾝﾀｰ） 小中学生 78 名 

４ 継続 小学生トランポリン教室 7/30・8/10 低学年 13 名 

高学年  7 名 

 

一般 

 

５ 継続 生涯学習ニュース ４月上旬発行  

６ 継続 Ｂ＆Ｇｽﾎﾟｰﾂ大会北海道大会参加助成（小・中） 7/8(愛別町) 参加 3 名 

７ 継続 海を守る植樹教育事業 10/18(いこいの森)  

 

⑷ 団体の育成等 

    ① 負担金補助及び交付金                                              （単位：円） 

別 名    称 交 付 先 金 額 

 

 

社 

会 

教 

育 

 

 

北海道社会教育委員連絡協議会負担金 同会 15,000 

空知管内社会教育委員連絡協議会負担金 同会  6,500 

文化団体活動事業補助金 浦臼町文化協会 136,000 

PTA 活動事業補助金 浦臼町父母と先生の会連合会  59,965 

子ども会育成推進事業補助金 浦臼町子ども会育成推進協議会 145,000 

文化財保存事業補助金 浦臼町いなずま太鼓保存会 172,800 

文化・スポーツ大会参加助成事業補助金 向井一成  30,000 

小 計  565,265 

 

社 

会 

体 

育 

 

空知管内ｽﾎﾟｰﾂ推進委員連絡協議会負担金 同会    11,500 

北海道地域海洋ｾﾝﾀｰ連絡協議会負担金 同会    30,000 

体育団体活動事業補助金 浦臼町体育協会   270,000 

浦臼町少年体育団体活動事業補助金 浦臼剣道連盟少年部    30,000 

浦臼町民玉入れ大会事業補助金 浦臼町体育協会   380,000 

小 計   721,500 

合  計  1,286,765 
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２ 社会教育施設及び社会体育施設の管理運営に関する事項 

 (1)多目的研修集会施設農村センター  

    ① 施設利用状況 

施 設 名 期 間 稼働日数 利用人数 摘   要 

多目的ホール 通年    244 日 7,406 人  

他研修室等 通年    244 日 12,396 人  

 

  ② 業務委託状況                          （単位：円） 

業務名・内容等  回数 委 託 先 金 額 

消防設備等点検業務 年２回 (株)日本防災技術センター 24,408 

ばい煙濃度測定業務 年１回 浅野環境ソリューション(株) 51,840 

自家用電気工作物保安管理業務 通年 (財)北海道電気保安協会 270,864 

清掃業務 通年 浦臼環境改善共同企業体 2,948,400 

合   計   3,295,512 

 

  ③ 修繕等の状況                                                    （単位：円） 

修 繕 等 名 業 者 等 名 金 額 

体育館サッシ修繕 （株）今田建設 386,877 

誘導灯修繕 （株）北信電機商会 32,940 

屋外蛇口修理 （株）北信電機商会 5,400 

木工室給排水修理 （株）北信電機商会 20,773 

スポットライト修理 （株）北信電機商会 7,560 

ステージバック幕紐引きレール修理 （株）北信電機商会 145,800 

合   計  599,350 

 

  ④ 工事等の状況                                                   （単位：円） 

工 事 名 業 者 等 名 金 額 

農村センター大規模改修工事 

（図書室・保健室改修工事） 
（株）今田建設 15,660,000 

           合   計  15,660,000 

 

 ⑤ 備品購入の状況                                                  （単位：円） 

購入備品等 業 者 等 名 金 額 

座卓兼用会議テーブル 

ローチェア２脚スタック 
太田勉強堂 1,175,040 

消化器（3 ㎏ 4 本） (株)北信電機商会 31,104 

           合   計  1,206,144 

 

 ⑵ 郷土史料館 

  ① 文化財保護委員 

   1)  文化財保護委員の構成（任期＝H30.4.1～H32.3.31、定数＝６人以内） 

会長 三浦 輝夫 H30. 8.22～ 文化団体（文化財保存会長） 

副会長 加藤 正一 H30. 8.22～ 文化団体（文化財保存会） 

委員 大平由香里 H30. 4. 1～ 文化団体（いなずま太鼓保存会） 

委員 牧野 良信 H29. 4. 1～ 学識経験者（校長会会長） 
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  ② 施設利用（入館者）状況 

施 設 名 期  間 稼働日数 入館者数 摘  要 

郷土史料館  4月 26日～10月 31日  135 日 1,640 人  

    

    入館者数（内訳）                         （単位：人） 

町   内 道   内 道  外 
国外 合計 

中学以下 高校以上 計 空知 札幌 他 計 四国 他 計 

158 141 299 394 604 223 1,221 33 84 117 3 1,640 

  

   ③ 展示・資料点数 

点  数 件  数 本年度受け入れ点数 展 示 数 

 10,862 点 5,847 件              0 点 3,000 点 

 

   ④ 業務委託状況                                                  （単位：円） 

業務名・内容等 回数 委 託 先 金 額 

消防設備等点検業務 年２回 (株)日本防災技術センター 9,504 

セキュリティ業務 通年 中央ビルメンテナンス(株) 85,536 

定期清掃業務委託 通年 （株）北斗 64,800 

合   計   159,840 

 

⑤ 備品購入の状況                                                  （単位：円） 

購入備品等 業 者 等 名 金 額 

消化器（3 ㎏ 2 本） (株)北信電機商会 15,552 

           合   計  15,552 

 

  ⑶ Ｂ＆Ｇ海洋センター 

    ① 施設利用状況 

施 設 名 期 間 稼働日数 利用人数 摘   要 

体育館 通年   302 日  8,374 人  

第２体育館 通年    302 日  3,174 人  

プール ７・８月     50 日   696 人  

ミーティングルーム 通年    302 日  1,276 人  

 

    ② 業務委託状況                                                  （単位：円） 

業務名・内容等 回数 委 託 先 金 額 

管理業務 通年 浦臼環境改善共同企業体 1,641,600 

消防設備等点検業務 年２回 (株)日本防災技術センター   24,408 

ﾌﾟｰﾙ管理・監視業務 年１回 浦臼環境改善共同企業体   1,015,200 

遠赤外線放射暖房機保守点検業務 年１回 (株)ストーク  216,000 

ﾌﾟｰﾙ保守点検等業務 年１回 日本コムテック(株)  486,000 

合   計   3,383,208 
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  ③ 修繕等の状況                                                    （単位：円） 

修 繕 等 名 業 者 等 名 金 額 

蛇口パッキン交換 (株)北信電機商会  2,700 

入り口案内看板修繕 (株)北信電機商会  213,840 

プールバルブ取替 (有）田中電機商会   12,506 

配水管詰まり修繕 (株)北信電機商会   36,720 

合   計  265,766 

 

④ 備品購入の状況                                                  （単位：円） 

購入備品等 業 者 等 名 金 額 

消化器（3 ㎏ 2 本） 

消火器ボックス 
(株)北信電機商会 44,280 

           合   計  44,280 

 

 ⑷ ふるさと運動公園 

    ① 施設利用状況 

施 設 名 期 間 稼働日数 利用人数 摘   要 

野球場（夜間照明付き） ５～10 月 158 日  2,479 人              

ゲートボールコート ５～10 月 184 日   165 人  

パークゴルフコース ５～10 月 184 日    176 人  

 

  ② 修繕等の状況                                                    （単位：円） 

   

 

   

  

        修 繕 等 名 業 者 等 名 金 額 

野球場看板修繕 (株)北信電機商会 90,720 

スポーツトラクター点検整備 ﾔﾝﾏｰｱｸﾞﾘｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)浦臼支店 113,967 

  合   計  204,687 

 

  ⑸ 陶芸センター 

    ① 施設利用状況 

施 設 名 期 間 稼働日数 利用人数 摘   要 

陶芸センター 通年 95 日   251 人  

 

       


